
すべての人に本物のバ レエを
 -イ ギ リス 「Ballet for Al1」 の 活 動 一

 桑 原 和 美

は じめに

 「Ballet for All」(以 下B. F. A.)と は その言葉 の

通 り、年齢、性別、階級 、収 入、地域 な どに関わ

らず、誰 もがバ レエ を楽 しみ理解 で きる ように し

よう、 とい う目的 を持 って設立 されたバ レエのグ

ループであ る。1964年 か ら80年 までの16年 間 にわ

たる活動期間中 イギ リス国内、特 にそれ までバ レ

エの公演 など行われた ことがない地方 の小 さな劇

場や学校、ホールな どにおいて、実 際にバ レエを

観 る機会の なか った多 くの人々 にプ ロの ダンサー

による高い水準のバ レエ を紹介 し、彼 らのバ レエ

に対す る関心 と理解 を育てる ことに大 きく貢献 を

した。B. F. A. の 活 動は ダンサーや カンパニーがそ

の専 門的 な技術 と内容 をもって教 育的な仕事 を十

分 に行 うことがで きることを示 し、 またその活動

の方法 は以後多 くの プロフェッショナルが教育分

野で活動す る際のモデル になるな ど現 在の イギ リ

スにお ける一般の人 々や学校での ダンス教 育 と深

い関 わ りを持 ってい る。

B. F. A. の設 立

 1950年 代 半 ばに実験的試み と して オクス フォー

ド大学の主催で始 まった社会人 を対象 としたバ レ

エの学外 講座がB. F. A. の 出 発点 である。社 会. 

文 化 的に も極め て斬新で野心的 なこの講座 を担当

したのは、バ レエ の研究家であ り映像作家 として

の経歴 ももつ ピーター・ブ リンソン(Peter Brinson)

で あ った。彼 は レクチ ャーに映像的 な資料が必要

である と考 え、当初 はフ ィルムを使用 してい たが、

次 第にこれをロイヤ ルバ レエ ・スクー ルの生徒 を

デモ ンス トレーターに した レクチ ャー ・デモ ンス

トレーシ ョンのスタイルに発展 させてい った。講

座 は非常 に好評で 、ケンブリ ッジや ロン ドン大学

も同様 の講座 を依頼す るようにな り、 ブリンソン

はバ レエ という一見特殊で少数派の愛好者の もの

と思 われが ちな芸術が一般 の人 々に大い に関心 を

持 たれることを理解 した。彼 にとって講座の最終

的な目的 は、過去 と現在の考察 を通 して イギ リス

のバ レエ を成立 させ てい るもの を明 らか に し、今

後バ レエが 人々にとって共有の文化 になるため に

必要 なこ とはなにか、 を考 えることであ った。 こ

れがB. F, A. 設立 のア イデアに結 びつ いている。彼

の案 はロイヤルオペ ラハ ウスとロイヤ ルバ レエの

理解 と支援、 さらにガルベ ンキー ン財団の資金援

助 を得 ることによって具体化 に向かい、1964年9

月 に最初の公演 を行 うに至 った。

B. F. A. の 公 演活動

 ツ アーに よる公演 は1シ ーズ ンを3期(秋 ・冬 ・

夏)に 分 け、各期 ご とに レパ ー トリー とダ ンサ ー

の交代が行 われた。 また新 しい レパ ー トリーの準

備 は夏 のツアー と次 のシーズ ンとの間で あるこ と

が多 かった。 レパ ー トリーは設立後2年 間 くらい

は ロイヤ ルバ レエの レパ ー トリーか らの抜粋 で

あったが 、1967年 以 降はバ レエ の技術や ダ ンサ ー

の トレーニ ング、バ レエや振 り付 けの歴 史 とその

時代背景 な どを表現す る独 自のス タイルによるオ

リジナル作 品に移行 した。

 公 演 回数 は初年度以 後年 々増加 し、7年 目以降

は年 間200回 を越える ようにな った。また観客動員

率 も高 く、70年 代 の報告 では80～86%、 しか も1

カ所 で1公 演 のみの場 合 には95%と い うB. F. A. 

の 人気 の高 さを十分 に伺 わせ る数値が示 され てい

る。

 公 演場所 につ いては、16年 間の うち海外公演 は

1973年 の ポル トガル公演 のみで 、それ以外 はすべ

て イギ リス国内であった。 ツアーは約1年 前の予

約 に よって調整 されていた とはいえ、実際 には長

距離 の移動 を頻繁 に行 いなが らのスケジュー・ルが

多 く、特 に ダンサ ーに とっては大 きな肉体的 ・精

神 的な負担 になった。この ことはB. E. A. の存 続 を

め ぐる論議 の中で常 に重 要な問題 に された。

 ッ アーはほ とん どのシーズ ンで、 イングラ ン ド、

ウェールズ、ス コッ トラン ドに広 くわたった。 ま

た地方の中心都市 だけでな く、地 図上 に確認す る

ことが困難なほ ど小 さな町で も多 くの公演 は行 わ

れている。16年 の問には幾 つ もの常連 的な場所 も

現 れる一方で、初めて訪れる場所 での公演 も必ず

見 られた。平均 で年間34週 の公演 に加 え、新作 や

ダンサーの交代 に伴 うリハーサルが行 われる とい

う多忙 で厳 しいスケ ジュー ルにも関わ らず、遠 隔

の小 さな場所 にもバ レエ を運んでい こうとする初

期の 目的は確か に遂行 されていたのである。
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